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毎月1日に発行します 狛江市発行●狛江市民活動・生活情報誌●

誌面に掲載した記事・写真等の無断複製・転
載等はお断りします。
お問い合わせ・ご意見は狛江市地域活性課へ
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狛江ステンドグラス作
品展1日 9日 ：
00（初日13：00）～
21：30中央公民館主狛
江ステンドグラス ☎

5497-0049角上
しゅんこう和紙ちぎり絵サークル作品
展1日 9日 9：00（初日11：00）
～21：30（最終日15：00）中央公民館。
風景・花の作品及び制作工程主しゅん
こう和紙ちぎり絵サークル ☎3480-
2919上條
ジャムセッション（ジャズ）2日 19：
30add9th ☎3480-4996add9th
宮澤ナツ個展「珈琲と猫」3 29
9：30～21：00ぽえむ狛江南口店

主ぽえむ狛江南口店 ☎5761-5569森
元
清水和音ピアノ・リサイタル3日
15：00エコルマホール ☎3430-
4106（一財）狛江市文化振興事業団
こまえ楽市ミニライブ5日 11:30・
13：30市役所前市民ひろば主こまえ
楽市の会 ☎3480-2074菓匠志むら
織と銀のアクセサリー展7日 10日
11：00～17：30（最終日16：00）
泉の森会館。草木染めや銀のアクセサ
リー主土屋喜世恵 ☎5497-5444泉の
森会館
ジャムセッション（ジャズ）9日 19：
30add9th add9th
ライブ「アルゼンチンタンゴ」10
18：00狛江 オルテンシア主狛江 オルテ
ンシア ☎070-5553-0905永井
Moleculasラ イ ブ10 20：00add 
9th add9th

西河原映画会11 10:00・14:00西
河原公民館。「あん」（河瀬直美監督、
2015年）主 西河原公民館 ☎3480-
3201同館
お昼のジャム・セッション（ジャズ）11
14：00add9th add9th

街角のアーティスト11 14：30泉の
森会館。シャンソン、タンゴなど主ギャ
ラリーベンターナ ☎3488-6761磯村
益田正洋クラシックギターコンサート

20：00ぽえむ狛江南口店主ぽえ
む狛江南口店 森元
るり秀作展＆収集作品展12 15日
11：00～18：00（最終日17：00）
泉の森会館。絵、ドール、立体アート、
手作り帽子、アクセサリーなど主高野る
り 泉の森会館
アコースティック・ジャム・セッション

20：00add9th add9th
ジャムセッション（ジャズ）16 19：
30add9th add9th
第25回Quilt Compass作品展17
19 10：00～17：00（ 最 終 日16：
00）泉の森会館。パッチワークキルト
約50点主内山喜代美 泉の森会館
ライブ add9th
小学生の税の書道展1 9：
30～17：00西河原公民館主 公益社団
法人武蔵府中青色申告会 ☎3430-
1111狛江市教育委員会学校教育課
add9thセ ッ シ ョ ン18 20：00 
add9th add9th
ライブ 20：00add9th add9th
彫金と織り 姉妹展21 26 10：
00～18：00（最終日16：00）泉の森会
館。彫金のアクセサリーと染色のタペス

トリー、ショールなど主うえの恵美 泉
の森会館
みんなのうたごえ広場 ：00み
んなの広場主 みんなの歌声広場 ☎
090-9808-2810大熊
日本舞踊への誘(いざな)いby五耀會
23 11：30エコルマホール （一
財）狛江市文化振興事業団
ワークショップ「パスタマシーンによ
る版画」23 13：00・16：00ぽえ
む狛江南口店主 宮澤ナツ ☎5761-
5569森元
ライブ「アルゼンチンタンゴ」24
18：00狛江 オルテンシア主狛江 オルテ
ンシア ☎070-5553-0905永井
ライブ add9th
モノクロ写真展
00（初日12：00）～17：00（最終日15：
00）西河原公民館主狛江写真サークル
フォト銀杏 ☎090-9249-3080小林
お昼のジャム・セッション（ジャズ）25
14：00add9th add9th

銅版画による建築美の世界27 ～12
月27日 1：30～15：00カレーショッ
プ・メイ主掘内正昭 ☎3480-3468カ
レーショ ップ・メイ
ロマン手がき染め30 ～12月3
10：00～17：00（最終日16：00）泉の
森会館。手がき染めによる洋服、小物の
作品主サークルとも 菊池智子 泉の森
会館
ジャムセッション（ジャズ）30 19：
30add9th add9th
＊イベント名、開催日・期間、開始時間、
会場、内容、主 主催、 問い合わせ先（2
回目以降は電話番号省略）の順。

11月の
催事記

障がい者を支えるとともに、ハンディ
を越えて共に生きるためのさまざまな活
動をボランティアが担っている。

狛江声のボランティアグループ
「狛江声のボランティアグループ」（山
口ミツ子代表）は、目の不自由な人の
ために『広報こまえ』を音訳し、CDな
どに録音した「声の広報」を届ける活
動を行っている。
同会は市内に３団体ある音訳グルー
プでは最も古く、昭和50年に身体障
がい者団体の要請に応じて山口さんら
2人でスタートした。その後、音訳者養
成の講習会なども開かれ、多い時には
会員が8人に増え、利用者も30人余り
になった。また、新たなグループも発足、
現在は「朗読ボランティア」「音訳いれぶ
ん」などとともに、音訳の活動を行って
いる。同会では会員5人が『広報こまえ』
15日号と、年4回発行の『市議会だよ
り』の２回分を担当している。
作業は、発行前に原稿を受け取り、記
事の下読みをして固有名詞などの読み方
などをチェック。その後、あいとぴあセン
ターにある防音設備を施したボランティア
室で記事を音読し、パソコンに音声を記
録する。音訳した広報はCDとカセットテ
ープに複製、希望者に無料で郵送してい
る。音訳にあたっては、グラフや図などを
声で表現するのに苦労するという。

会員たちは「花粉症や風邪をひかない
よう普段から気をつけています。目の不
自由な人たちの重要な情報源として役立
っているので、やりがいになります」と話
し、会員の募集も行っている。
問い合わせ☎5761-5556狛江市市
民活動支援センター取次。

ハンディキャブこまえ
NPO法人「ハンディキャブこまえ」（清

水信之理事長）は身体の不自由な人や高
齢者の病院や買い物などの外出をサポー
トするハンディキャブを運行している。
車イスの移送サービス事業は、狛江市
社会福祉協議会が以前から行っていた。
しかし、利用回数や対象者の制限があっ
たため、より柔軟に対応しようと平成9年
に清水理事長らが任意団体として発足、
翌年から運行を開
始し、15年に同
名のNPO法人と
なった。国土交通
省から福祉有償
運送事業者の認
可を受け、16年
からは社協で行っていた事業も引き受け
ている。現在は、電動リフト付きのワンボ
ックスカーなど車両3台を8人のボランティ
アスタッフが交代で運転しており、28年
度の運行件数は2,515件にのぼった。
最近はニーズが増えてスタッフが足り
ないのが悩みで、同会では「普通運転
免許があれば、だれでも研修を受けて

ボランティア
になれるので、ぜひ参加してほしい」と
呼びかけている。
対象は車イスや歩行困難、視覚障がい
などで移動が難しい人で、事前に利用会
員の登録が必要。利用時間は原則として
午前8時～午後6時で、利用は有料。
申し込み・問い合わせ☎3480-5433
ハンディキャブこまえ。

手話ダンス レインボー＆ステラ
「レインボー＆ステラ」（中山弘子代
表）は、歌詞を手話で表してステップ
をつけた手話ダンスを楽しむグループ。
市内のイベントなどでダンスを披露する
ほか、老人ホームなどの慰問も行ってお
り好評を集めている。
同会は、川崎市のフラダンス講師が考

案し狛江市などの愛好
家に呼びかけて平成
9年に発足した。最初
はダンスが中心だった
が、耳の聞こえない人
の入会がきっかけで、
多くの会員が手話サー

クルに入って学習、いまでは全員が手話
で交流できる。会員は27人で、耳が聞こ
えない人や難聴の人もいる。
「共に楽しみ、共に学び、共に成長
する」がモットーで、上和泉地域センタ
ーと中和泉にあるポケットビルで練習し
ており、現在ではレパートリーは「故郷」
「明日があるさ」など約60曲にのぼり、

舞台衣装も自分たちで作るという。
会員たちは「手話は耳の聞こえない
人の大切な言葉なので、心を込めて表
現したいです」と話している。
問い合わせ☎042-486-0953笛木
さん。

スペースえるぶ
「スペースえるぶ」（東野川2-1-10-
101）は、ハンディの有無に関係なく地
域の人が共に活動しながら、対等な仲間
関係を築くことを目的に、NPO法人「え

るぶ」（小川貴久治代表）が
狛江市の委託を受け地域活
動支援センターⅢ型事業所と
して運営している。
音楽や料理、パソコン、
英会話、プールなどのプロ

グラムを、18歳から40歳くらいまでの
人が障がいの有無にかかわらず共に楽し
みながら、交流している。
また、毎週火曜
日の「おしゃべり
Tea Time」では、
参加者がさまざまな
話題を取り上げなが
ら話をしたり、耳の
不自由な人が手話の講習をするなど活
発に交流している。自分たちが楽しむ
だけでなく社会貢献をしようと、数年前

からフードバンクなどから提供された材
料で毎月1回クッキーを焼き、府中市の
母子家庭に配る活動も行っている。
NPO法人「えるぶ」は、平成元年に

自閉症を含む知的障がいを持つ幼児を対
象にした個別指導教室としてスタート。そ
の後、子どもの成長に合わせて順次ステ
ップアップ、「スペースえるぶ」や幼児か
ら18歳未満の人を対象に放課後等デイサ

ービスなどさまざまな活動
を行っている。
「スペースえるぶ」の参
加者たちは「普段の仕事
の疲れが癒やされる」「地
域では友人ができにくいの

で、貴重な場所です」などと話している。
問い合わせ☎3480-2808NPO法
人えるぶ。

協働のかたち

ボランティアのつどいで手話ダンスを披露

手話を学ぶスペースえるぶの参加者

原稿を音訳して録音

ハンディキャブ

障がい者福祉


